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成果の特徴
• リンゴの内部に褐変が発生するかどうかを1ヶ月前に予測する技術です。
 果実内部を透過した近赤外領域の吸光スペクトルを活用→リンゴの切断不要
 既に現場導入されている近赤外糖度センサーを活用→現場実装が容易

成果の活用
本研究成果はリンゴ選果現場で実用化され、輸出を含む流通におけるリンゴ品質の向上
に寄与することが期待されます。
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正常
（褐変領域20%未満）

褐変
（褐変領域20%以上）

⑥褐変予測
(Partial least squares (PLS) 判別)
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